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僕の夢は一流のプロ野球選手になることです。そのためには、中学、高校と全国大会に出て活躍しなければ

なりません。活躍できるようになるためには練習が必要です。僕は３歳の時から練習を始めています。３歳か

ら７歳までは半年くらいやっていましたが、３年生の時から今までは３６５日中３６０日は激しい練習をやっ

ています。だから、１週間で友達と遊べる時間は５，６時間です。そんなに練習をやっているのだから、必ず

プロ野球の選手になれると思います。そして、球団は中日ドラゴンズか西武ライオンズです。ドラフト入団で

契約金は一億円以上が目標です。僕が自信があるのは投手か打撃です。去年の夏、僕達は全国大会に行きまし

た。そして、ほとんどの投手を見てきましたが自分が大会ナンバーワン選手と確信でき、打撃では県大会４試

合のうちホームランを３本打ちました。そして、全体を通した打率は５割８分３厘でした。このように自分の

納得のいく成績でした。そして、僕達は１年間負け知らずで野球ができました。だから、この調子でこれから

もがんばります。そして、僕が一流選手になって試合に出られるようになったら、お世話になった人に招待券

を配って応援してもらうのも夢の一つです。とにかく一番大きな夢は野球選手になることです。 

この作文（愛知県西春日井郡豊山小学校卒業文集より）は、皆さんもよく知っている、日本のプロ野球だけ

でなく、アメリカのメジャーリーグでも大活躍し、現在はМＬＢのシアトル・マリナーズで会長付特別補佐兼

インストラクターであるイチローが書いた作文です。小さいときから彼には野球選手になるという夢があり、

その夢の実現に向けて当時の彼は小学校６年生であったにもかかわらず、目標設定をしっかりと持ち、それに

向けて弛まぬ努力をした、その姿が目に浮かぶような作文です。目標に向けて自分 

自身が何をすべきか、目標が達成するまでの過程を楽しみながら練習を重ねことで 

自信をつけてきたイチロー。能力も才能も、この日々の努力があってこそ彼自身の 

力となったのではないでしょうか。君たちにも、夢を持ち、努力することを怠るこ 

となく、決して諦めることなく、充実した毎日を過ごしてもらいたいと思います。 

◆ 夢と希望をもって何事にも挑戦する 

大阪市立城陽中学校 校長室だより ～共に学び続ける子どもたちのために～ 
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◆ 勉強することの意味 
なぜ、勉強するのか。その答えの一つが、自由を得るためということになるかもしれません。資格を取って、

いつでも仕事に就くことができるのであれば、自由に行動することができます。そのためには、たくさんの学び

が必要となります。また、その学びを通じて、多くの人を助けることにも繋がっていくものです。勉強すること

は、多くの人の助けとなることも忘れてはいけません。今週末から、1学期の期末テストが始まります。勉強の

「勉」は、努力することを意味しています。それに加えて、「強」という字がついています。強く、それはスポ

ーツで言えば、ハードトレーニングのことです。「勉強」は、決して楽なことではありません。我慢強く、根気

強く進めるもので、その結果が、自分の努力した結果であると捉えるべきものであることを忘れてはいけません。 

 


